
 
                  
 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～七尾高校理数科だより～ 

 
Ｈ２８・３・23 

石川県立七尾高等学校 

ＳＳＨ推進室 

平成２７年度 第 1４号 

 ３月１４日（月）に、本校視聴覚室で NSH・SSH 合同のスピーチコンテストの本選が行わ

れました。このスピーチは、理数科 1 年生は各自が選んだテーマについての調べ学習の成果を、

２年生は各自が興味ある事柄についての研究の成果を、それぞれプレゼンテーションするもの

です。英語でのプレゼンテーションについては近隣校の ALT の方から指導を受け、これまで練

習してきました。NSH・ SSH でそれぞれ予選が行われ、NSH 部門では 1 年生３人と２年生

３人、SSH 部門では１年生２人、２年生６人が、本選に臨みました。県内高校、中学校の先生

方などが参観してくださいました。どのスピーチもよく準備され、一生懸命さが伝わってきま

した。出場した生徒の皆さん、お疲れ様でした。来年度も、よりよいスピーチを期待していま

す。本選出場者と最終結果は以下の通りです。 

 ３月１８日（金）、本校視聴覚室にて、「人間環境」の英語ディベートの決勝が行われました。今

回のテーマは【Japan should legalize death with dignity（日本は尊厳死法案を法制化すべきで

ある）】です。このテーマに従って決勝に進んだのは否定側（日下・嶋田・原田・松井チーム）、肯

定側（石田・濱垣・古木・森口チーム）の２チームです。１年生全員が試合を観戦し、観戦者全員

の投票により勝敗を決めました。結果は肯定側の勝利となりました。 

       ２１H 安原 菜夏 

       ２１H 達   愛 

       １１H 松本 千雅 

       ２６H 竹中 亮太 

       ２６H 瀧野 賢祐 

       １６H 笹谷  廉 

SSH 部門 NSH 部門

クラス Name Theme

1 16 川口　武一 『生命の起源　Origin of Life』

2 16 笹谷　廉 『チョコレートの効果　How Chocolate Affects Our Body』

1 26 大村　空 『炎色反応　Flame Reaction』
2 26 小林　巧 『消しゴムの形　keep the Shape of an Eraser』
3 26 瀧野　賢祐 『納豆の粘り気　Strength of the Sticiness of Natto 』
4 26 竹中　亮太 『石けんの泡　Soap Bubbles』
5 26 辻口　優太 『冷凍と回転速度　How Does Freezing Material Affect the Speed of Rolling?』
6 26 野見　武史 『摩擦と靴底　Eveyone Uses Them Every Day But No One Knouws the Reason』

最優秀賞 SSH２６H 竹中くんと、NSH２１H 安原さん 

審査員の方々 

総合司会 １１H 水野さんと、１６H 堀下くん 

クラス Name Theme

1 11 中川倫太郎 『外国文化を体験すること　Experiencing Foreign Culture』

2 11 松本　千雅 『もっと広い世界を知ること　Knowing the Wider World』
3 11 八藤　涼華 『他文化を受け入れる重要性　The Importance of accepting Other Cultures』

1 21 酒井　香織 『物事はいつも同じではない　Things Are Not Always the same』
2 21 達　　　愛 『それがすべてか　Is That All There Is?』
3 21 安原　菜夏 『家族愛　Family Love』

コンテストの様子 

SSH 部門受賞者

笹谷くん 

竹中くん 

瀧野くん 


